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悠
久
の
吉
備
国
　
　
　
木
村
ゆ
き
こ

下
り
「
こ
う
も
り
塚
古
墳
」
へ
。
石
棺
が
安
置
さ
れ
て

い
る
玄
室
ま
で
の
長
い
羨
道
の
威
圧
感
と
迫
力
に
、
い

つ
も
お
ず
お
ず
と
歩
い
て
し
ま
う
。

　

こ
の
古
墳
に
伝
わ
る
「
黒
日
売
」
の
伝
説
に
、
私
た

ち
は
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
か
き
た
て
ら
れ
て
き
た
。

　

著
名
な
歴
史
学
者
の
「
日
本
古
代
史
の
謎
」
に
よ
る

と
、「
文
献
に
現
れ
た
吉
備
氏
族
の
話
の
中
で
、
史
実

的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
最
初
の
話
は
黒
日
売
の
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』
の
『
仁
徳
記
』
の
中
に
、

旧
辞
的
な
歌
謡
物
語
と
し
て
出
て
い
る
」
と
あ
っ
て
、

ふ
む
ふ
む
と
、
ま
た
想
像
が
広
が
っ
て
ゆ
く
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
積
ん
読
の
本
の
整
理
を
し
て
い
る

と
「
西
日
本
俳
諧
通
史
」
岡
本
而
立
著
（
岡
山
県
現
代

俳
句
協
会
副
会
長
）
と
い
う
本
が
で
て
き
た
。
そ
の
中

の
古
代
歌
謡
か
ら
和
歌
（
大
和-
奈
良
）
の
章
の
「
古

事
記
」
下
巻
冒
頭
に
、仁
徳
帝
と
黒
日
売
の
「
相
聞
歌
」

の
記
述
が
あ
っ
た
。

　

皇
后
の
嫉
み
に
耐
え
ら
れ
ず
、
吉
備
に
逃
げ
帰
っ
た

黒
日
売
を
追
っ
て
海
路
吉
備
国
に
下
り
、
妃
に
会
わ
れ

た
仁
徳
帝
は

　

 

「
山
懸
に
蒔
け
る
菘あ
を
な菜
も
吉
備
人
と
共
に
し
採
め
ば

楽
し
く
も
あ
る
か
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

帝
が
還
幸
の
時

　

 

「
倭や
ま
と
へ方

に
往
く
は
誰た

が
夫つ
ま
こ
も
り
ず

隠
水
の
下
よ
延は

へ
つ
ゝ
往

く
は
誰
が
夫
」

と
妃
の
贈
答
が
あ
り
、
こ
れ
は
古
来
、「
相
聞
歌
」
の

圧
巻
と
さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
た
。

　

桃
や
桜
の
咲
く
頃
の
吉
備
路
散
策
は
、
春
日
を
と
ろ

り
と
か
き
回
す
よ
う
な
心
地
よ
さ
…
…
。
ふ
と
黒
日
売

も
御
出
座
し
に
な
る
の
で
は
…
…
と
足
を
止
め
て
も
み

る
。

　

し
か
し
、
こ
う
も
り
塚
古
墳
の
主
は
い
ま
だ
古
代
史

の
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

岡
山
県
現
代
俳
句
協
会

　

第
11
回
吟
行
会
「
吉
備
路
」
平
成
21
年
11
月
開
催

　

平
成
の
吉
備
人
の
吟
行
句

ど
ん
ぐ
り
の
人
懐
こ
い
の
か
ら
落
ち
る　

竹
本　

健
司

人
容
れ
て
古
墳
落
落
は
じ
ま
れ
り　
　
　

花
房
八
重
子

紅
葉
寺
わ
れ
善
男
と
し
て
参
る　
　
　
　

天
野　

光
暉

尼
寺
跡
の
少
し
遠
く
て
く
ぬ
ぎ
の
実　
　

稲
田
マ
ス
ミ

小
春
日
や
礎
石
の
真
中
ふ
く
ら
み
て　
　

岸
本　

順
子

黄
落
の
表
書
院
の
岡
山
弁　
　
　
　
　
　

國
定　

義
明

塔
よ
り
も
こ
う
も
り
塚
へ
小
春
の
日　
　

小
山　

明
子

櫓
田
を
来
て
い
き
な
り
の
古
墳
口　
　
　

鈴
木　

文
子

お
や
ま
あ
と
茶
屋
の
婆
さ
ん
石
蕗
の
花　

難
波　

正
夫

畦
道
の
丸
み
を
帯
び
て
冬
ぬ
く
し　
　
　

花
房　

典
子

黒
媛
の
手
を
振
っ
て
お
り
花
芒　
　
　
　

古
川　

澄
子

悠
久
の
ロ
マ
ン
ず
っ
し
り
吉
備
小
春　
　

牧　
　

美
里

石
蕗
日
和
羨
道
な
が
き
こ
う
も
り
塚　
　

木
村
ゆ
き
こ

　

車
で
二
十
分
ほ
ど
、
い
つ
も
の
散
策
路
、
吉
備
路
風

土
記
の
丘
県
営
南
駐
車
場
へ
到
着
す
る
。

　

正
面
の
備
中
国
分
寺
と
五
重
の
塔
へ
真
っ
す
ぐ
に
延

び
る
田
中
の
道
を
右
に
折
れ
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
左

手
に
「
こ
う
も
り
塚
古
墳
」
の
開
口
部
が
、
周
囲
の
景

か
ら
ぽ
っ
か
り
と
浮
い
た
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
横
目

に
見
な
が
ら
通
り
過
ぎ
、備
中
国
分
尼
寺
跡
の
松
林
へ
。

大
小
の
礎
石
を
た
ど
り
な
が
ら
抜
け
る
と
、
丘
の
頂
上

の
総
社
吉
備
路
文
化
館
に
着
き
、
一
休
み
す
る
。
丘
に

佇
つ
と
柔
ら
か
で
清
浄
な
空
気
が
漂
っ
て
き
て
、
心
身

共
に
解
放
さ
れ
、
遥
か
な
遠
い
時
代
の
吉
備
の
国
か
ら

の
幽
か
な
鼓
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
丘
を
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　お
か
や
ま
県
民
文
化
祭
参
加

第
二
十
九
回
岡
山
県
現
代
俳
句
協
会
俳
句
大
会

　

十
月
の
澄
ん
だ
秋
空
の
も
と
会
員
三
十
三
名
の

参
加
に
よ
り
、
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
二
階
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
は
例
年
よ
り
一
週
間
早
い
大
会
日
程
と
な

り
、
事
前
投
句
の
締
切
り
を
忘
れ
ら
れ
た
会
員
も

お
ら
れ
る
樣
で
投
句
数
二
七
四
句
、
投
句
者
五
一

名
で
八
月
十
六
日
に
投
句
が
締
切
ら
れ
た
。
そ
の

中
で
新
会
員
の
み
な
ら
ず
会
員
外
の
投
句
も
あ
り

新
し
い
息
吹
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

大
会
当
日
に
は
恒
例
と
な
る
席
題
句
が
会
長
、

副
会
長
よ
り
発
表
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
二

句
を
投
句
。

　

定
時
と
な
る
十
一
時
よ
り
木
村
ゆ
き
こ
会
長
か

ら
「
今
回
は
新
会
員
も
多
く
参
加
さ
れ
、
新
し
い

風
が
吹
き
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
お
か
や
ま
現

俳
句
会
」
で
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
皆
様
の
屈
託

の
な
い
意
見
と
研
鑽
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
日
も
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
お
互
い

に
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
の
開
会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
俳
句
大
会
で
は
、
前
田
宏
事
務
局
長
よ

り
大
会
の
選
句
経
過
報
告
。
秋
岡
宣
子
副
会
長
、

前
田
宏
の
司
会
で
入
選
句
の
選
評
の
後
、
活
発
な

議
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
今
回
か
ら
中
国

地
区
各
県
会
長
様
よ
り
特
選
句
の
句
評
も
頂
き
、

好
評
を
博
し
た
。

　

昼
食
時
間
中
に
花
房
典
子
、
万
波
照
世
幹
事

に
よ
り
席
題
句
の
清
記
が
お
こ
な
わ
れ
、
互
選
、

十
三
時
三
十
分
よ
り
土
屋
鋭
喜
事
務
局
次
長
、
小

西
瞬
夏
幹
事
の
司
会
進
行
で
午
後
の
俳
句
大
会
が

開
か
れ
た
。

　

当
日
句
会
で
は
全
員
が
発
言
し
、
結
社
や
句
歴

も
様
々
な
会
員
が
耳
を
傾
け
和
や
か
な
会
と
な
っ

た
。

　

表
彰
式
で
は
入
選
句
の
披
講
の
後
、
木
村
会
長

か
ら
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
、
句
友
か
ら
拍
手

が
贈
ら
れ
た
。

　

お
か
や
ま
県
民
文
化
祭
の
参
加
事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
た
俳
句
大
会
は
佐
野
由
魚
副
会
長
の
挨
拶

で
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
前
田　

宏
）

と
　
き
　
令
和
六
年
十
月
十
三
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

開会挨拶（木村会長）
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第
二
十
九
回
岡
山
県
現
代
俳
句
大
会
受
賞
作
品

【
お
か
や
ま
県
民
文
化
祭
賞
】

万
緑
の
真
っ
只
中
を
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク　

三
宅　

章
文

【
岡
山
県
知
事
賞
】

両
の
手
に
孤
独
と
自
由
雲
の
峰　
　
　
　

松
川　

郁
子

【
岡
山
県
議
会
議
長
賞
】

夏
椿
弟
の
骨
白
す
ぎ
る　
　
　
　
　
　
　

秋
岡　

宣
子

【
岡
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

涼
風
や
青
い
時
間
を
使
い
切
る　
　
　
　

薄　
　

和
子

【
岡
山
県
現
代
俳
句
大
会
賞
】

空
蟬
や
処
分
た
め
ら
う
チ
ェ
ロ
ケ
ー
ス　

永
井
麻
紀
子

足
裏
の
左
右
の
違
ひ
晩
夏
か
な　
　
　
　

畦
田　

恵
子

秋
茜
端
の
揃
わ
ぬ
横
野
和
紙　
　
　
　
　

小
松
原
陽
子

ふ
る
里
を
捨
て
き
れ
ず
い
る
鰯
雲　
　
　

片
岡　

陽
子

青
林
檎
半
分
濡
れ
て
ゐ
る
地
球　
　
　
　

橋
本　

幹
夫

寛
解
の
妻
と
潜
り
し
茅
の
輪
か
な　
　
　

宮
下　

哲
朗

少
女
老
い
て
九
十
ひ
と
り
缶
ビ
ー
ル　
　

佐
野　

由
魚

湯
た
ん
ぽ
や
国
債
少
し
保
有
す
る　
　
　

保
田　

紺
屋

青
春
の
欠
け
ら
の
浮
か
ぶ
ソ
ー
ダ
水　
　

中
野　

澄
子

手
花
火
や
た
し
か
め
な
ほ
す
吾
が
居
場
所　
前
田　
　

宏

電
波
時
計
回
り
て
止
ま
ぬ
大
暑
か
な　
　

鈴
木　

文
子

塗
り
直
す
ア
ー
ト
の
駅
舎
夏
の
雲　
　
　

加
藤　

正
枝

さ
わ
さ
わ
と
山
の
風
鳴
る
小
鳥
の
死　
　

天
野　

光
暉

薬
局
の
軒
に
干
さ
る
る
み
こ
し
ぐ
さ　
　

難
波　

正
夫

【
中
国
地
区
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞
】

山
口
県
現
代
俳
句
協
会
　
久
行
保
徳
賞

銃
眼
の
う
つ
し
世
眩
し
蟬
時
雨　
　
　
　

花
房　

典
子

島
根
県
現
代
俳
句
協
会
　
月
森
遊
子
賞

ひ
た
す
ら
に
手
を
合
わ
す
日
々
八
月
来　

豊
田　

級
衣

広
島
県
現
代
俳
句
協
会
　
川
崎
益
太
郎
賞

水
無
月
や
水
持
て
余
す
水
の
星　
　
　
　

保
田　

紺
屋

鳥
取
県
現
代
俳
句
協
会
　
稲
垣
規
雄
賞

夏
椿
水
車
の
こ
ぼ
す
水
の
音　
　
　
　
　

薄　
　

和
子

岡
山
県
現
代
俳
句
協
会
　
木
村
ゆ
き
こ
賞

敦
盛
草
群
れ
て
線
状
降
水
帯　
　
　
　
　

國
富　

柿
方

席
題
句
　
主
な
作
品　

海
鳥
は
眠
り
て
島
の
十
三
夜　
　
　
　
　

橋
本　

幹
夫

口
ほ
ど
に
利
か
ぬ
足
腰
十
三
夜　
　
　
　

片
岡　

陽
子

け
も
の
等
に
影
の
生
ま
れ
る
十
三
夜　
　

古
川　

麦
子

不
揃
い
の
棚
田
の
謂
れ
月
千
個　
　
　
　

倉
見　

雯
匝

マ
ネ
キ
ン
を
白
布
で
包
む
後
の
月　
　
　

小
西　

瞬
夏

十
三
夜
竹
田
城
趾
へ
登
ら
ば
や　
　
　
　

國
富　

柿
方

後
の
月
ぬ
っ
と
出
て
く
る
妻
の
耳　
　
　

佐
野　

由
魚

島
中
に
曲
が
る
途
あ
り
鳥
威　
　
　
　
　

前
田　
　

宏

前
言
を
す
ぐ
曲
げ
し
人
そ
ぞ
ろ
寒　
　
　

土
屋　

鋭
喜

む
か
ご
一
個
厨
に
落
ち
て
見
つ
か
ら
ず　

小
西　

邦
子

野
の
色
や
初
老
チ
ー
ム
の
曲
が
る
球　
　

髙
橋
つ
ら
ら

に
ん
ま
り
と
掬
う
て
み
せ
る
今
年
米　
　

秋
岡　

宣
子

老
犬
に
歩
調
合
わ
せ
て
金
木
犀　
　
　
　

小
松
原
陽
子

蝋
涙
の
と
つ
と
つ
長
し
後
の
月　
　
　
　
見
手
倉
美
砂
子

彼
岸
花
彼
岸
に
ず
れ
て
稲
に
添
う　
　
　

阿
部　

真
子

田
の
水
を
供
へ
地
蔵
の
十
三
夜　
　
　
　

四
宮　

和
美

遠
足
の
バ
ス
の
バ
ッ
ク
の
笛
の
音　
　
　

藤
原
由
美
子

昼
飯
の
に
ぎ
り
は
白
し
稲
を
刈
る　
　
　

岩
田　

志
乃

稲
刈
り
や
家
族
で
喰
う
握
り
飯　
　
　
　

豊
田　

級
衣

焼
芋
の
割
っ
て
太
き
を
母
に
や
る　
　
　

永
井
麻
紀
子

稲
刈
に
遠
き
縁
者
も
集
り
ぬ　
　
　
　
　

保
田　

紺
屋

ひ
と
り
居
の
待
つ
人
の
な
き
十
三
夜　
　

松
川　

郁
子

最
寄
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
花
野
有
り　
　

三
宅　

章
文

垂
れ
し
穂
に
目
立
つ
田
稗
や
高
齢
化　
　

万
波　

照
世

里
村
の
入
り
口
見
つ
め
る
案
山
子
か
な　

仲
村　

宗
伯

秋
の
暮
急
ぎ
足
な
る
曲
が
り
道　
　
　
　

目
賀　

紀
子

道
長
の
こ
ゑ
に
濃
く
な
る
実
紫　
　
　
　

木
村
ゆ
き
こ

じ
や
ん
け
ん
の
や
が
て
一
人
に
秋
夕
焼　

花
房　

典
子

一
歩
目
は
小
幅
で
入
る
大
花
野　
　
　
　

薄　
　

和
子

菊
月
の
威
風
田
中
鏡
獅
子　
　
　
　
　
　

國
富　

節
子

こ
の
道
を
曲
が
れ
ば
故
郷
曼
珠
沙
華　
　

中
上　

久
子

揺
れ
る
の
は
フ
レ
イ
ル
の
せ
い
稲
そ
よ
ぐ　
黒
瀬　

琢
葉
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第
二
十
五
回
吟
行
会

　
岡
山
後
楽
園

 

橋
　
本
　
幹
　
夫
　

　

定
例
の
吟
行
会
が
、
今
年
度
は
、
日
本
三
名
園
の
一

つ
、
岡
山
後
楽
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
三
十
名
、
午
前
十
時
か
ら
園
内
鶴
鳴
館
で

そ
れ
ぞ
れ
受
付
を
済
ま
せ
、
三
々
五
々
園
内
探
索
に
出

掛
け
る
。

　

暦
の
上
で
は
立
冬
間
近
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
暑
さ
続
き
の
今

夏
だ
っ
た
の
か
木
々
は
漸
く
一

部
が
紅
葉
め
く
程
度
だ
っ
た
。

令
和
の
大
改
修
を
終
え
た
金
烏

城
を
仰
ぎ
雲
一
朶
無
き
菊
日
和

の
天
候
に
恵
ま
れ
た
。

　

折
し
も
後
楽
園
は
、
毎
年
恒

例
、
菊
花
大
会
開
催
期
間
中
で

あ
り
、
園
内
に
は
県
内
の
菊
愛
好
家
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
華
麗
な
大
菊
や
可
憐
な
小
菊
の
作
品
が
多
数
展
示

さ
れ
、
晩
秋
の
後
楽
園
に
日
本
伝
統
の
菊
花
の
彩
り
が

添
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
文
化
の
日
翌
日
の
振
替
休

日
に
は
「
八
羽
の
丹
頂
鶴
の
園
内
散
策
」
行
事
も
催
さ

れ
、
国
内
外
問
わ
ず
、
園
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ

て
い
た
。

　

十
一
時
三
十
分
の
投
句
締
切
時
間
に
合
わ
せ
句
会

場
、
鶴
鳴
館
へ
と
入
る
。

　

句
友
団
欒
の
お
弁
当
時
間
後
、
定
刻
十
三
時
に
句
会

が
始
ま
っ
た
。
冒
頭
木
村
ゆ
き
こ
会
長
挨
拶
の
あ
と
、

土
屋
鋭
喜
事
務
局
次
長
、
花
房
典
子
幹
事
司
会
進
行
の

下
、
全
六
十
出
句
に
対
し
参
加
者
の
評
や
感
想
が
出
さ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
佐
野
由
魚
副
会
長
の
閉

会
挨
拶
を
も
っ
て
、
句
会
を
閉
じ
た
。
楽
し
く
、
有
意

義
な
句
友
と
の
一
日
だ
っ
た
。

　
主
な
作
品

友
好
を
果
た
し
て
鶴
は
秋
空
へ　
　
　
　

右
手　

采
遊

放
鳥
に
迂
回
さ
せ
ら
る
小
六
月　
　
　
　

土
屋　

鋭
喜

秋
天
の
烏
城
の
威
光
鶴
の
舞
ひ　
　
　
　

林　
　

参
祇

鶴
唳
や
我
が
俗
世
を
脱
ぎ
捨
つ
る　
　
　

畦
田　

恵
子

前
撮
り
の
夫
婦
触
る
る
や
初
紅
葉　
　
　

髙
橋
つ
ら
ら

唯
心
や
枯
蓮
ま
と
ふ
水
明
か
り　
　
　
　

小
西　

瞬
夏

狭
間
よ
り
後
楽
園
の
秋
覗
く　
　
　
　
　

保
田　

紺
屋

能
孚
の
背
を
探
す
晩
秋
能
舞
台　
　
　
　

黒
瀬　

琢
葉

鯉
の
上
を
鯉
の
す
ぎ
ゆ
く
文
化
の
日　
　

四
宮　

和
美

借
景
は
瓶
井
の
塔
や
百
舌
鳥
高
音　
　
　

國
富　

節
子

啼
き
て
舞
ふ
鶴
を
見
上
ぐ
る
石
の
亀　
　

橋
本　

幹
夫

秋
の
声
開
け
放
さ
れ
て
能
舞
台　
　
　
　

薄　
　

和
子

名
園
や
人
を
静
か
に
歩
ま
せ
て　
　
　
　

楠
戸　

順
子

放
ち
鶴
の
声
に
膨
ら
む
菊
あ
ま
た　
　
　

鈴
木　

文
子

リ
ハ
ー
サ
ル
秋
空
に
舞
う
鶴
四
羽　
　
　

青
木　

良
太

秋
天
や
一
群
暗
き
蘇
鉄
畑　
　
　
　
　
　

久
常　

大
軒

園
内
を
蝶
々
と
巡
る
小
春
か
な　
　
　
　

豊
田　

級
衣

園
の
茶
屋
秋
パ
フ
ェ
抹
茶
と
ジ
ャ
ズ
の
音
万
波　

照
世

お
ほ
ほ
石
唯
心
山
よ
り
鵯
の
声　
　
　
　

木
村
ゆ
き
こ

搦
手
に
大
き
影
あ
り
冬
の
城　
　
　
　
　

佐
野　

由
魚

児
の
や
う
に
背
の
順
並
べ
菊
の
鉢　
　
　

花
房　

典
子

七
五
三
だ
か
れ
て
ね
む
る
岡
山
城　
　
　

福
島　

翠
夕

丹
頂
の
背
に
昼
の
風
ひ
つ
か
か
る　
　
　

渡
辺　

貞
子

や
れ
は
す
に
落
ち
ぬ
ば
か
り
の
ひ
と
し
ず
く　
山
崎　

妙
子

菊
日
和
心
拍
と
と
の
う
後
楽
園　
　
　
　

國
富　

柿
方

井
田
の
ひ
こ
ば
え
稲
や
丈
比
べ　
　
　
　

小
板　

規
生

黄
金
の
鯉
の
口
先
後
楽
園　
　
　
　
　
　

倉
見　

雯
匝

茶
畑
に
い
ま
人
の
居
ず
神
無
月　
　
　
　

遠
藤　

哲
平

と
　
き
　
令
和
六
年
十
一
月
四
日
（
月
）

と
こ
ろ
　
岡
山
後
楽
園
（
岡
山
市
）

神
帰
月
少
し
戸
が
開
き
能
舞
台　
　
　
　

小
松
原
陽
子

菰
巻
き
の
松
の
な
に
や
ら
患
者
め
く　
　

今
田
由
律
子
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私
の
感
銘
句
　
　
　
　
國
富　

節
子　

選

　
私
の
感
銘
句
　
　
　
　
小
西
　
瞬
夏　
選

　
私
の
感
銘
句
　
　
　
　
前
田　
　

宏　

選

春
耕
や
勝
手
に
走
る
耕
耘
機
　
　
　
　
　
前
田
　
　
宏

　

春
の
お
と
ず
れ
と
共
に
始
ま
る
人
間
の
営
み
の
代
表

的
な
も
の
の
一
つ
に
春
耕
と
い
う
な
り
わ
い
が
あ
る
。

少
し
の
距
離
を
お
い
て
耕
耘
機
の
様
子
を
見
て
い
る
作

者
の
待
ち
わ
び
て
い
た
春
の
到
来
の
喜
び
を
耕
耘
機
に

た
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

泣
き
た
く
て
も
ひ
と
り
夜
の
雪
だ
る
ま
　
万
波
　
照
世

　

雪
で
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
っ
て
楽
し
ん
だ
も
の
で

す
。
仏
の
形
も
作
っ
た
事
も
あ
る
。

　

夜
の
雪
は
と
け
て
消
え
て
去
る
も
の
で
あ
る
。
作
者

の
泣
き
た
い
気
持
ち
も
翌
日
に
は
楽
し
い
事
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
私
は
そ
う
思
い
ま
し
た
。

翡
翠
を
待
つ
四
阿
の
三
時
間
　
　
　
　
　
秋
岡
　
宣
子

　

翡
翠
が
来
る
と
聞
い
て
庭
園
の
四
阿
で
双
眼
鏡
を
手

に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
で

し
ょ
う
。い
つ
し
か
時
は
す
ぎ
三
時
間
に
及
ん
で
い
た
。

さ
て
作
者
は
翡
翠
に
会
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
読
み
人

に
ま
か
せ
ま
し
ょ
う
。

足
跡
の
膨
ら
ん
で
を
り
春
の
雪
　
　
　
　
　
前
田
　
　
宏

　

少
し
ぬ
か
る
ん
だ
地
面
に
つ
い
た
足
跡
か
。
ま
だ
雪

が
少
し
残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
「
膨

ら
ん
で
」
い
る
と
と
ら
え
る
俳
人
の
目
。
少
し
ず
つ
暖

か
く
な
っ
て
、
膨
ら
ん
で
く
る
も
の
は
木
の
芽
で
あ
っ

た
り
、
眠
り
か
ら
覚
め
る
動
物
た
ち
で
あ
っ
た
り
、
春

の
空
気
で
あ
っ
た
り
、
何
よ
り
作
者
の
心
情
な
の
だ
ろ

う
と
、
読
者
の
心
も
ほ
っ
こ
り
と
膨
ら
む
。

天
高
し
あ
や
つ
り
人
形
糸
を
切
る
　
　
　
万
波
　
照
世

　

あ
や
つ
り
人
形
の
糸
が
、
ま
る
で
天
か
ら
垂
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
自
分
自
身
も
大
い
な
る
も
の
に
操
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
糸
を
断
ち

切
っ
て
、
人
形
も
作
者
も
、
自
分
の
意
志
で
自
由
に
動

き
出
す
。
そ
の
世
界
は
と
て
つ
も
な
く
広
い
。
困
難
も

あ
る
が
「
切
る
」
と
い
う
言
い
切
り
に
、
決
意
の
よ
う

な
も
の
が
に
じ
む
。

心
臓
の
近
き
と
こ
ろ
で
抱
く
子
猫
　
　
　
三
宅
　
章
文

　

子
猫
を
愛
お
し
そ
う
に
抱
く
し
ぐ
さ
を
「
心
臓
の
近

き
と
こ
ろ
で
」
と
描
写
し
た
。
こ
の
小
さ
な
子
猫
の
命

も
、
人
間
の
命
も
、
同
じ
生
き
物
と
し
て
同
じ
よ
う
な

リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
。
つ
い
頭
で
っ
か
ち
に
な
り
が

ち
な
人
間
も
、
か
ら
だ
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
命
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
。

日
本
晴
の
一
品
と
な
る
花
菜
漬
　
　
　
　
藤
野
屋
ひ
ろ

　

今
で
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
お
米
の
日
本
晴
は

あ
っ
さ
り
と
し
た
口
当
た
り
で
、
京
つ
け
も
の
で
あ
る

花
菜
漬
と
の
素
朴
な
味
わ
い
を
句
に
さ
れ
た
。
ぱ
ぁ
っ

と
明
る
い
春
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
が
菜
の
花
の
蕾
を

塩
漬
け
に
し
た
苦
み
と
塩
味
に
に
じ
み
出
て
来
る
よ
う

な
ち
ょ
っ
と
切
な
い
春
ら
し
さ
が
香
っ
て
く
る
よ
う
で

す
。

吊
る
し
雛
天
井
低
き
旧
商
家
　
　
　
　
　
藤
原
由
美
子

　

商
家
の
玄
関
口
は
堂
々
と
し
た
佇
ま
い
で
あ
る
が
、

一
歩
裏
に
ま
わ
っ
て
小
僧
や
丁
稚
が
住
ま
う
場
所
は
天

井
も
低
く
質
素
な
暮
ら
し
向
き
で
あ
っ
た
。
豪
商
は
立

派
な
緋
毛
氈
の
ひ
な
壇
だ
け
で
な
く
、
母
親
か
ら
一
針

一
針
縫
わ
れ
た
雛
や
縁
起
物
を
縫
い
つ
け
た
吊
る
し
雛

も
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
句
に
は
平
坦
に
詠
ま
れ
て
い

る
が
当
時
の
栄
華
盛
衰
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

一
句
。

軒
下
の
玉
葱
す
で
に
十
は
落
つ
　
　
　
　
天
野
　
光
暉

　

玉
葱
も
収
穫
後
は
乾
燥
さ
せ
る
た
め
数
個
ず
つ
結
わ

え
て
軒
下
で
乾
燥
さ
せ
る
の
だ
が
、
玉
葱
の
水
分
が
多

い
た
め
か
黴
が
は
え
、
腐
っ
て
落
ち
て
し
ま
う
。
近
年

の
異
常
気
象
が
気
が
か
り
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
自
然
と

の
生
活
の
中
、
機
微
に
触
れ
る
作
者
の
姿
が
見
え
る
よ

う
で
あ
る
。

第56号 諸家近詠　鑑賞
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右
手
　
采
遊

友
好
を
果
た
し
て
鶴
は
秋
天
へ

散
歩
道
思
え
ば
短
い
秋
だ
っ
た

詩
に
生
き
た
人
の
訃
報
や
秋
夕
焼

人
混
み
へ
消
え
ゆ
く
友
の
冬
帽
子

日
常
を
病
む
時
代
か
な
焚
火
す
る

畦
田
　
恵
子

な
だ
ら
か
な
稜
線
を
追
ふ
袋
掛

閃
き
は
一
瞬
に
し
て
揚
羽
蝶

さ
は
さ
は
と
村
ご
と
あ
や
す
茂
り
か
な

臍
の
緒
の
か
た
き
連
結
落
花
生

埋
火
や
肯
定
の
文
字
探
し
を
り

小
川
　
房
子

遠
き
日
の
子
を
打
ち
し
悔
い
十
二
月

三
月
や
卒
業
結
婚
六
十
年

朝
夕
に
見
て
大
男
夏
休
み

音
大
へ
行
き
た
か
っ
た
亡
姉
冬
深
し

兄
弟
姉
み
ー
ん
な
逝
け
り
春
寒
し

柏
瀬
眞
理
子

年
玉
の
キ
テ
ィ
の
袋
離
さ
ぬ
児

福
寿
草
ぽ
つ
ぽ
つ
浮
か
ぶ
詩
の
欠
片

青
墨
の
滲
み
余
寒
の
筆
立
て
て

芝
焼
き
の
黒
き
土
の
香
命
の
香

夕
東
風
や
猫
の
瞳
は
琥
珀
色

片
岡
　
陽
子

当
節
の
今
や
百
歳
亀
の
鳴
く

大
嚏
フ
レ
イ
ル
一
気
に
吐
き
出
せ
り

豆
の
花
生
命
線
の
長
き
か
な

建
国
日
九
十
歳
の
太
き
指

春
一
番
終
の
住
処
に
半
世
紀

片
山
　
千
恵

詩
心
は
遠
く
近
く
に
探
梅
行

目
白
た
ち
枝
に
バ
ウ
ン
ド
二
月
か
な

金
星
を
左
へ
木
星
見
て
二
月

雪
解
水
は
し
る
大
山
水
路
か
な

二
ん
月
や
古
希
の
ス
ッ
ピ
ン
姉
だ
け
に加

藤
　
正
枝

手
水
舎
の
水
に
真
紅
の
寒
椿

湯
豆
腐
の
角
く
ず
れ
ゆ
く
結
婚
記
念
日

ド
ア
プ
レ
ー
ト
は
「
本
日
売
り
切
れ
」
小
春
か
な

手
袋
の
リ
ボ
ン
若
き
日
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

豆
を
ま
く
卒
寿
の
母
の
朗
々
と

岸
本
　
順
子

丸
餅
の
プ
ー
と
弾
け
り
初
笑
ひ

乙
巳
の
塒
を
解
く
大
旦

凍
星
の
ひ
と
つ
を
胸
に
眠
り
つ
く

き
さ
ら
ぎ
の
鏡
に
映
る
吐
息
か
な

柳
絮
と
ぶ
恋
に
芽
生
え
る
夢
二
館

木
村
ゆ
き
こ

寒
夕
焼
こ
の
世
の
端
に
い
る
よ
う
な

春
驟
雨
北
斎
の
よ
う
に
橋
渡
る

陽
炎
の
芯
と
な
り
た
る
ロ
ダ
ン
像

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
と
き
ど
き
軋
む
花
の
昼

肩
巾
を
振
る
黒
日
売
桃
の
咲
く
吉
備
路國

富
　
柿
方

峠
の
カ
フ
ェ
珈
琲
う
ま
き
野
菊
晴

露
を
来
て
吉
備
路
の
塔
の
ゆ
る
ぎ
な
し

秋
蝶
や
舫
い
船
の
軋
む
音

ペ
ン
胼
を
か
ざ
し
江
戸
の
長
火
鉢

摩
天
楼
よ
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
春
隣

國
富
　
節
子

裃
の
蔵
に
残
り
て
世
阿
弥
の
忌

菊
月
の
威
風
田
中
鏡
獅
子

そ
や
さ
れ
し
時
も
あ
り
け
り
破
蓮

イ
ン
パ
ー
ル
の
祖
父
の
日
記
の
余
寒
か
な

菜
園
の
一
歩
一
歩
の
霜
柱

清
中
　
蒼
風

面
像
に
来
し
方
お
も
ふ
初
鏡

暁
闇
の
天
狼
猫
と
仰
ぎ
見
る

朝
風
に
き
ら
め
く
銀
杏
落
葉
か
な

四
温
な
き
寒
の
大
気
が
身
を
責
め
る

立
春
と
思
へ
ど
今
朝
の
こ
の
外
気

諸 家 近 詠
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倉
見
　
雯
匝

青
い
目
の
男
の
子
も
混
り
雛
流
し

県
境
の
赤
痢
の
墓
石
冬
紅
葉

宙
の
闇
年
中
背
負
う
春
の
月

母
投
げ
る
叱
言
さ
け
つ
つ
毛
糸
巻
く

左
手
の
中
の
右
手
や
氷
柱
伸
ぶ

黒
瀬
　
琢
葉

七
日
粥
犬
の
か
ぐ
り
し
ガ
ラ
ス
窓

ひ
ら
が
な
で
語
る
哲
学
春
の
星

真
実
を
告
げ
た
る
人
の
声
涼
し

筆
洗
ふ
薄
墨
色
の
十
三
夜

炬
燵
で
は
い
ご
い
ご
す
る
な
と
婆
の
声小

峠
　
幸
枝

「
神
前
に
礼
」
道
場
に
鏡
餅

菩
提
寺
の
灯
り
と
な
り
て
雪
椿

讃
歌
と
も
レ
ク
イ
エ
ム
と
も
蟬
時
雨

鍵
穴
を
す
る
り
と
鍵
の
月
今
宵

瘡
蓋
の
色
濃
く
な
り
て
冬
に
入
る

小
西
　
瞬
夏

春
の
風
否
い
に
し
へ
の
ひ
と
の
こ
ゑ

素
数
あ
り
一
途
に
孑
孒
生
ま
れ
け
り

い
ち
ま
い
の
鱗
を
ひ
ろ
ふ
夏
の
果

曼
珠
沙
華
昼
の
密
度
と
な
り
に
け
り

東
口
出
て
冬
薔
薇
を
抱
き
な
ほ
す

小
松
原
陽
子

野
分
晴
一
時
帰
郷
の
鏡
獅
子

流
れ
星
ス
マ
ホ
操
作
の
ネ
イ
ル
先

神
帰
月
少
し
戸
が
開
き
能
舞
台

冬
紅
葉
Ｊ
１
昇
格
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ

鳴
釜
や
太
く
鳴
る
な
る
雪
催

佐
藤
　
千
恵

夜
桜
や
ち
ょ
っ
と
酸
っ
ぱ
い
ジ
ン
フ
ィ
ー
ズ

今
生
を
浄
め
白
蓮
白
深
む

指
切
り
は
効
い
て
い
ま
す
か
蛍
草

古
き
文
ま
た
古
び
ゆ
く
秋
日
和

荒
星
の
ひ
と
つ
何
か
を
語
る
か
に

列
島
春
秋
地
区
別
現
代
俳
句
歳
時
記

二
〇
二
五
年
掲
載　

一
月

諦
観
と
安
堵
の
雑
煮
椀
二
つ　
　
　

秋
岡　

宣
子

二
月

開
け
放
つ
方
谷
庵
や
梅
真
白　
　
　

前
田　
　

宏

三
月

流
れ
ゆ
く
も
の
に
月
日
や
雛
の
旅　

右
手　

采
遊

四
月

蔵
町
の
屋
号
覚
え
し
初
つ
ば
め　
　

土
屋　

鋭
喜

五
月

永
忠
を
語
る
石
塀
楷
若
葉　
　
　
　

万
波　

照
世

六
月

一
叢
の
著
莪
や
源
平
古
戦
場　
　
　

清
中　

蒼
風

七
月

水
蒼
き
後
楽
園
や
夏
の
鴨　
　
　
　

柏
瀬
眞
理
子

八
月

八
月
や
ひ
た
す
ら
走
る
絹
枝
像　
　

橋
本　

幹
夫

九
月

雨
あ
が
る
鉄
路
の
匂
ひ
葛
の
花　
　

三
宅　

章
文

一
〇
月

秋
天
を
羽
織
る
矢
掛
の
大
名
行
列　

國
富　

節
子

十
一
月

隠
岐
を
向
く
女
御
の
墓
や
萩
の
風　

四
宮　

和
美

十
二
月

寒
柝
の
ひ
と
き
わ
高
し
父
が
来
る　

小
西　

邦
子

新
会
員
候
補
者
推
薦
の
お
願
い

　

新
会
員
候
補
者
は
、
会
員
各
位
の
個
人
推
薦
に

よ
り
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
の
周
辺
に
、
協
会
員
に
相
応

し
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
所
定
の
「
入
会
申

込
書
」
に
よ
り
、
是
非
、
ご
推
薦
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
代
俳
句
協
会

諸 家 近 詠

幕
末
期
の
備
中
松
山
藩
士
山
田
方
谷
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現
代
俳
句
岡
山
・
第
五
十
七
号

　
　
　
　
　

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行

発
行
責
任
者　

木
村
ゆ
き
こ

発　

行　

所　

岡
山
県
現
代
俳
句
協
会

編　

集　

人　

前
田　
　

宏

事　

務　

局　
〠
七
一
九
―三
五
〇
三

　
　
　
　
　
　
新
見
市
大
佐
小
阪
部
二
三
九
〇　

西
田
方

　
　
　
　
　
　
携
帯
〇
七
〇
―五
六
七
二
―八
〇
四
一

　
　

会
報
他
受
贈
深
謝

　

各
県
、
各
地
区
よ
り
会
報
、
句
集
等
、
贈
呈
い
た
だ

き
有
難
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
・
編
集
部
だ
よ
り
　
　

▽
第
二
十
九
回
岡
山
県
現
代
俳
句
大
会
、
第
二
十
五
回
を
数

え
る
吟
行
会
、
九
月
、
十
二
月
、
三
月
の
お
か
や
ま
現
俳

句
会
と
年
度
の
後
半
が
中
心
の
行
事
も
毎
回
多
く
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
吟
行
会
、
句
会
に
お
い
て
は
結
社
、
協
会

を
越
え
た
参
加
者
も
お
ら
れ
交
流
と
研
鑽
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
ひ
と
え
に
参
加
頂
い
た
会
員
の
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
会
報
五
十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
ご
多
用
中
、
原
稿
に

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
前
田　

宏
）

▽
令
和
七
年
度
会
費
の
振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
年
度
分
ま
で
未
納
の
方
は
合
わ
せ
て
お
振
り
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薄　

和
子
）

令
和
七
年
度

総
会
の
ご
案
内

日
時　

令
和
七
年
四
月
十
九
日
（
土
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
時
～
十
五
時

会
場　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
）
大
会
議
室
一
、二

　
　
　

岡
山
市
北
区
南
方
二
丁
目
十
三
―
一

　
　
　
　
　
　
（
旧
国
立
病
院
跡
）　

駐
車
場
有
り

会
費　

二
千
円
（
昼
食
費
、
会
場
費
、
そ
の
他
）

議
事

　

①
令
和
六
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告

　

②
会
計
監
査
報
告

　

③
役
員
改
選

　

④
令
和
七
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案

　

⑤
そ
の
他

報
告
・
連
絡
事
項

　

①
新
会
員
の
紹
介

　

②
第
四
十
三
回
中
国
地
区
現
代
俳
句
大
会

　

③
そ
の
他

◇
総
会
終
了
後
、
持
ち
寄
り
「
ミ
ニ
句
会
」
を
開

　

き
ま
す
。（
雑
詠
二
句
）

第
四
十
三
回

中
国
地
区
現
代
俳
句
大
会
ご
案
内

第
六
十
二
回
現
代
俳
句
全
国
大
会

と　

き　

令
和
七
年
六
月
二
十
二
日
（
日
）

　

令
和
七
年
度

行
事
予
定

○
総
会

　
　

四
月
十
九
日
（
土
）

　
　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
第
三
十
回
現
代
俳
句
大
会

　
　

十
月
十
三
日
（
月
）（
予
定
）

　
　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
第
二
十
六
回
吟
行
会

　
　

十
一
月
九
日
（
日
）

　
　

庭
瀬
（
岡
山
市
）

　
　

句
会
場　

岡
山
市
立
吉
備
公
民
館

○
お
か
や
ま
現
俳
句
会

　
　
６\

１
㈰
・９\

７
㈰
・
12\

７
㈰　

０
時
投
句
締
切

　
　

岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

と　

き　

令
和
七
年
十
一
月
三
日（
祝
・
月
）

と
こ
ろ　

東
京
都

紙
上
大
会（
広
島
県
）

◇
難
波　

正
夫

　

第
61
回
現
代
俳
句
協
会
全
国
大
会

　

特
別
選
者
特
選　

星
野
高
士
選

　

秀
逸
賞

　
　

セ
ー
タ
ー
に
頭
を
入
れ
る
と
き
不
安

◇
中
野　

澄
子

　

第
56
回
市
民
の
文
芸
（
岡
山
市
）

　

市
長
賞

　
　

み
ど
り
児
を
丸
ご
と
あ
ら
ふ
春
の
風

◇
小
西　

瞬
夏

　

令
和
６
年
度　

第
32
回
西
東
三
鬼
賞

　

入
選

　
　

愛
し
合
ふ
こ
と
に
力
や
檸
檬
に
刃

会
員
の
活
躍


